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電機連合組織内公認・推薦候補者に
皆様の絶大なるご支援を！

比例代表選挙

選挙区選挙

徳 島・ 高知 選 挙区 愛 媛 選 挙 区

立憲政治を取り戻します。 ふたたび、平和のために
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労働組合が政治に取り組むのはなぜ？

電機産業で働く私達とどんな関係があるの？

議会制民主主義では、国民選挙によってえらばれた国会議員が、国民の代表として国会の場で法律の
改廃や予算等を決める仕組みになっています。法律(条例)といってもいろいろな種類があります。代表
的なものでは憲法(国内の最高法。主権者(国民)が制定する法)、法律(国会が制定する法)、
条例(地方自治体の議会が制定する法)などがあり、法律は私たちの生活すべてに深くかか
わっているのです。その法律を作る場が国会ですが、今の一強他弱の国会運営では安保
法制や労働時間規制緩和など、生活者が不安を感じ、反対の声をあげても政策を止める
ことはできません。この暴走を止めるためには自民党に対抗しうる政党の存在が不可欠
なのです。

自分たちが暮らす地域のあり方や日本・世界の未来について考え、判断して投票する
ことが重要であるため、情報提供や組織内議員への支援の輪を広げる活動をしています。

電機産業は厳しい国際競争の中でも、日本の将来に向けた国の成長戦略に欠かせない産業であり、国
の成長戦略に直結する科学技術や産業振興の政策は、電機産業の発展にも大きく関わります。また、
労働時間法制の在り方についてなど、電機連合に限らず働く私たちの労働者の雇用や労働条件を維持
向上させる意味で深くかかわる内容も多くあります。

これらは、一企業や労働組合の努力だけで実現させることは困難です。電機連合は立案した政策を
組織内議員・協力議員に託すとともに、独自に各省庁や政党との話し合いの場を設け、政策実現の必
要性やその根拠などを提言し、組織内議員・協力議員と連携して取り組みを進めています。そのため
にも私たちの代表として、電機産業で働く組合員目線で迅速・適切な対応を取ってもらえる組織内議
員、協力議員を送り出すことが重要なのです。

国政選挙について

国政選挙の比較

参議院議員選挙の投票方法について
7月に予定されている参議院議員通常選挙は、各都道府県は「選挙区選挙」、全国は「比例代表選

挙」からなり、1人が「2回」投票します。

・「選挙区選挙」は都道府県の区域で行われ、有権者は「候補者名」を書
いて投票します。
・「比例代表選挙」は全国を1つの単位として行われ、有権者は「候補者
名」を書いて投票します。比例代表選挙は、候補者
の氏名に代えて政党名を書くこともできますが、応
援する「候補者名」を書くことによって候補者とそ
の人が立候補した政党の両方を応援することができ
るため、「候補者名」を書くことが大切です。
投票所では非常に多くの候補者の名簿から応援する
「候補者名」を探し出すのは困難です。応援する
「候補者名」を必ず覚えて投票に行きましょう！

選挙権年齢が満18歳以上に

選挙権年齢の引き下げは1945年に「25歳以上」から「20歳以上」に引き下げて以来、70年ぶり
です。改正公職選挙法が平成27年6月に成立、平成28年6月19日から施行され、施行後初めての国政
選挙から適用すると定められているので、現時点において国政選挙で18歳有権者が最初に誕生するの
は2016年の第24回参議院議員選挙の予定です。


